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都市交通の未来
〜富山ライトレールに見る都市の活性化〜

昭和初期、日本各地で公共交通の主力を担っていたのが路面電車。

しかし、道路混雑による運転効率の低下や経済性の悪さから

次々と姿を消し、現在は約 20路線が残っているだけとなった。

そんな中、2006 年 4月に新たな路面電車が誕生した。

市の玄関口富山駅の「富山駅北」から富山湾に近い「岩瀬浜」まで

約 7.6㎞を走る富山ライトレールだ。

全低床車両を導入した日本初の本格的 LRT※は

市民からポートラムの愛称で親しまれ、

当初予定を上回る数の利用者でいつもにぎわっている。

富山市は富山ライトレールの整備をコンパクトなまちづくりのための

リーディングプロジェクトと位置付けて取り組んだ。

※ ��LRT（Light�Rail�Transit）とは…
　�従来の路面電車の走行性能や走
行環境などを大幅にグレード
アップし、路面、地下、高架、
どこでも走行可能なことが特徴。
これらを組み合わせることによ
り、低コストな交通システムが
提 供 で き る。LRV（Light�Rail�
Vehicle）と呼ばれる低床式車両
を活用し、人と環境にやさしく、
まちの活性化に寄与するとして
欧米で広く普及している。

富山県
富山市

特　　　　 集
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「
く
す
り
の
ま
ち
」と
し
て
全
国
に
名
を
知

ら
れ
る
富
山
市
。
雄
大
な
立
山
連
峰
を
望
み
、

海
の
幸
に
恵
ま
れ
た
富
山
湾
に
面
す
る
自
然

豊
か
な
都
市
だ
。
2
0
0
5
年
4
月
の
市
町

村
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
新
富
山
市
は
、県
庁

所
在
地
と
し
て
は
2
番
目
の
広
さ
と
な
り
、富

山
県
全
体
の
約
3
割
を
占
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
人
口
約
42
万
人
に
な
っ
た
富
山

市
だ
が
、い
く
つ
か
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。
市
街
地
の
拡
散
と
人
口
の
低
密
度

化
だ
。
自
動
車
へ
の
依
存
や
持
ち
家
志
向

が
高
い
こ
と
か
ら
郊
外
へ
と
人
が
流
れ
、県

庁
所
在
地
の
中
で
は
最
も
人
口
密
度
が
低
い

都
市
と
な
っ
た
。
し
か
も
、今
後
の
人
口
は

2
0
4
0
年
ま
で
に
約
2
割
が
減
少
し
、高
齢

化
率
も
急
速
に
高
ま
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

人
口
減
少
と
広
く
薄
い
市
街
地
は
、道
路
や
上

下
水
道
な
ど
の
都
市
管
理
コ
ス
ト
の
増
加
に

つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

こ
う
し
た
課
題
へ
の
取
組
み
と
し
て
富
山

市
が
着
手
し
た
の
が
「
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

づ
く
り
」。
そ
し
て
、そ
の
実
現
に
向
け
て
大

き
な
役
割
を
担
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が

公
共
交
通
だ
。
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成
す
る
こ
と
で
中
心
市
街
地
を
活
性
化
し
、

沿
線
に
都
市
機
能
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
で
コ

ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
の

だ
。
こ
れ
を
「
お
団
子
と
串
」の
関
係
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
と
い
う
。「
串
」は
公
共
交
通
で

あ
り
、「
団
子
」は
串
で
結
ば
れ
た
徒
歩
圏
の

こ
と
。
福
祉
施
設
や
病
院
、商
業
施
設
な
ど
生

活
基
盤
を
歩
い
て
い
け
る
範
囲
に
集
約
し
、車

に
頼
る
こ
と
な
く
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
が

「
団
子
」だ
。
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
は
「
団
子
」

を
つ
な
ぐ
「
串
」の
ひ
と
つ
と
し
て
開
業
し

た
。

「
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
」

実
現
の
た
め
に

イ
ン
フ
ラ
を
再
利
用
し
て

誕
生
し
た
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル

　

日
本
初
の
本
格
的
L
R
T
と
し
て
誕
生
し

た
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
、
実
は
J
R
富
山
港

線
を
路
面
電
車
化
し
た
も
の
だ
。
J
R
富
山

港
線
は
、
富
山
駅
と
北
前
船
で
栄
え
た
岩
瀬

浜
を
結
び
、
最
盛
期
に
は
年
間
5
0
0
万
人

も
の
利
用
が
あ
る
ほ
ど
、
富
山
港
付
近
の
重

化
学
工
業
地
帯
を
支
え
る
大
動
脈
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
列
車
本
数
は
1
9
7
0
年
に
比

べ
て
半
数
近
く
に
ま
で
減
少
し
、
終
電
は
21

時
台
と
不
便
に
な
っ
て
い
た
。
沿
線
の
人
口

は
1
9
9
5
年
か
ら
2
0
0
0
年
ま
で
の

5
年
間
で
約
3
％
し
か
減
少
し
て
い
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
富
山
港
線
の
利
用
者
数
は

約
25
％
も
減
少
し
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
2
0
0
4
年
、
北
陸
新
幹

線
の
長
野
〜
富
山
〜
金
沢
間
の
フ
ル
規
格
で

の
整
備
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、

富
山
駅
周
辺
は
、
交
通
拠
点
の
整
備
を
目
的

に
新
幹
線
整
備
と
併
せ
、
在
来
線
の
高
架

化
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
富
山
駅
に
は

J
R
北
陸
本
線
、
J
R
高
山
本
線
、
富
山
地

方
鉄
道
本
線
が
通
り
、
鉄
道
に
よ
っ
て
市
街

地
が
南
北
に
分
断
さ
れ
て
お
り
、
在
来
線
の

高
架
化
で
市
街
地
を
一
体
化
で
き
る
。

　

し
か
し
、
利
用
者
の
減
少
に
歯
止
め
の
か

か
ら
な
い
富
山
港
線
に
多
額
の
投
資
を
し
て

高
架
化
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
と
疑
問
の

声
が
上
が
っ
た
。

　

そ
こ
で
富
山
港
線
に
関
し
て
は
、「
高
架
化
」

「
路
面
電
車
化
」「
バ
ス
代
替
に
よ
る
廃
止
」

の
3
案
を
設
け
、比
較
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
結
果
、
費
用
対
効
果
の
観
点
や
コ

ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で

も
、
鉄
道
よ
り
も
小
さ
い
が
、
バ
ス
よ
り
も

大
き
な
輸
送
力
の
あ
る
「
路
面
電
車
化
」
を

採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
公
設
民

営
の
方
針
を
打
ち
出
し
、
市
町
を
中
心
に
市

民
へ
の
説
明
会
を
繰
り
返
し
理
解
を
求
め
た
。

公
設
民
営
と
は
、
路
面
電
車
化
の
工
事
や
設

備
の
維
持
管
理
は
富
山
市
が
担
当
し
、
運
行

サ
ー
ビ
ス
は
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
設
立
し

た
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
株
式
会
社
が
行
う
と

い
う
も
の
だ
。

　

路
面
電
車
化
工
事
は
本
格
着
工
か
ら
わ
ず

か
15
ヶ
月
あ
ま
り
で
完
了
し
、
2
0
0
6
年

4
月
29
日
に
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
が
開
業
し

た
。

2005 年 2 月 か ら
着工した工事は、
わずか 15カ月あま
りで完了した

串
「団子」は串で結ばれ
た徒歩圏のこと。公
共交通でつながるこ
とで、車を利用しな
くても日常生活に必
要な機能が利用でき
るようにする

四方 岩瀬
水橋

呉羽

婦中
南富山

不二越
富山

大山

大沢野

細入

八尾山田

四方 岩瀬
水橋

呉羽

婦中
南富山

不二越
富山

大山

大沢野

細入

八尾山田

都心部への一極集中型
ではなく、合併により
拠点が点在する特徴を
踏まえた多核型のまち
づくりを目指している

団子

徒歩圏

病院

スーパー

福祉施設

●鉄道・路面電車・バスサービス
●鉄道サービス
●バスサービス
●広域拠点
●地域拠点

富山市が目指す
「お団子と串」の都市構造

串で結ばれた
「徒歩圏」

一定頻度以上の
「公共交通」

「串」は公共交通のこ
と。日常の足として
使える頻度に活性化
する

「お団子と串」とは？

行政サービス

薬局

都
市
交
通
の
未
来

〜
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
に
見
る
都
市
の
活
性
化
〜

▲塩川原電停に隣接する車両基地

▲市内に設けられた多目的広場

▲運転席から見る「富山駅北」周辺

▲テレビアニメ「サザエさん」のオープ
ニングにも登場している岩瀬運河とポー
トラム（天気が良いと立山連峰も望める）

車両の愛称は公募され、ポート（港）
とトラム（路面電車）を組み合わせ
たポートラムに決定した。車体は、
立山の新雪にちなみ白を基調とし、
乗降口の周囲などは編成ごとに 7色
（レッド、オレンジ、イエロー、イ
エローグリーン、グリーン、ブルー、
パープル）に塗り分けられている。
グッドデザイン賞や鉄道友の会によ
るブルーリボン賞など数々の賞を受
賞している。ちなみに、赤いポート
ラムに乗ると幸運になるという都市
伝説がすでに生まれているとか
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開
業
か
ら
わ
ず
か
1
年
、富
山
ラ
イ
ト
レ
ー

ル
の
経
営
は
黒
字
を
実
現
し
た
。
富
山
港
線

時
代
の
2
0
0
5
年
の
平
日
利
用
者
平
均

2
2
0
0
人
、
休
日
利
用
者
平
均
1
0
0
0

人
に
対
し
、
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
と
な
っ

た
2
0
0
6
年
は
、
平
日
利
用
者
平
均

4
8
0
0
人
、
休
日
利
用
者
平
均
4
7
0
0

人
と
い
う
盛
況
ぶ
り
だ
。
開
業
か
ら
ほ
ぼ
半

年
あ
ま
り
で
乗
客
数
は
1
0
0
万
人
を
突
破

し
た
。
こ
れ
は
予
想
よ
り
3
ヶ
月
も
早
い
達

成
だ
っ
た
。
新
た
な
都
市
交
通
の
出
現
と
い

う
こ
と
で
市
民
の
関
心
が
集
っ
た
こ
と
も
あ

る
が
、
何
よ
り
も
、
あ
ら
ゆ
る
市
民
に
や
さ

し
い
公
共
交
通
を
目
指
し
た
こ
と
が
利
用
拡

大
に
つ
な
が
っ
た
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
利
便
性
を
高
め
、

市
民
に
や
さ
し
い
公
共
交
通
に
な
っ
た
の
か

を
見
て
い
こ
う
。

あ
ら
ゆ
る
市
民
に
や
さ
し
い

公
共
交
通
を
目
指
し
て

　

富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
の
朝
は
、
富
山
駅
に

到
着
す
る
ポ
ー
ト
ラ
ム
か
ら
次
々
に
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
や
学
生
た
ち
が
通
勤
・
通
学
へ
と

降
り
て
く
る
。
日
中
は
、
観
光
客
や
高
齢
者

の
利
用
が
多
い
。
特
に
高
齢
者
の
休
日
の
利

さ
ら
に
続
く

「
串
」づ
く
り
と

「
団
子
」づ
く
り

用
は
J
R
時
代
の
7
倍
以
上
に
も
な
っ
た
と

い
う
。
富
山
港
線
時
代
と
比
較
し
て
運
行
本

数
が
約
3
・
5
倍
に
な
っ
た
こ
と
や
、
満
65

歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
し
て
い
る
お
で
か

け
定
期
券
の
効
果
に
よ
る
も
の
だ
。
お
で
か

け
定
期
券
は
中
心
市
街
地
ま
で
公
共
交
通
機

関
に
1
回
1
0
0
円
で
利
用
で
き
る
と
い
う

も
の
。
中
心
市
街
地
が
活
気
づ
く
市
街
地
再

開
発
事
業
や
、
定
住
人
口
を
増
や
す
た
め
の
、

ま
ち
な
か
居
住
推
進
事
業
な
ど
コ
ン
パ
ク
ト

な
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
の
「
団
子
」

づ
く
り
も
着
々
と
進
め
て
い
る
。そ
し
て「
串
」

づ
く
り
も
。

　

北
陸
新
幹
線
の
開
業
、
在
来
線
の
高
架
化

に
併
せ
、
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
を
駅
の
南
側

に
延
伸
。
現
在
、
南
側
を
走
っ
て
い
る
富
山

地
方
鉄
道
市
内
線
と
の
接
続
を
計
画
し
て
い

る
。
市
内
の
路
面
電
車
の
環
状
線
化
を
図
り
、

よ
り
一
層
の
ア
ク
セ
ス
強
化
と
利
便
性
を
高

め
よ
う
と
計
画
し
て
い
る
。

　

人
口
減
少
、
超
高
齢
化
へ
の
対
応
と
し
て

取
り
組
ま
れ
る
富
山
市
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま

ち
づ
く
り
。
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
は
地
元
を

元
気
づ
け
る
起
爆
剤
と
な
っ
た
。

　

2
0
0
6
年
に
行
わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
に
よ
れ
ば
、
8
割
以
上
の
市
民
が
富
山
ラ

イ
ト
レ
ー
ル
を
評
価
し
て
い
る
。
沿
線
に
住

ま
な
い
市
民
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
た
こ

と
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の
必
要

性
を
多
く
の
市
民
が
望
ん
で
い
る
こ
と
の
証

し
だ
。
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
は
市
民
の
大
き

な
自
慢
と
な
っ
た
。
富
山
市
の
都
市
交
通
を

軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
全
国
か
ら
熱

い
視
線
が
注
が
れ
て
い
る
。

富山ライトレールがやさしい

9 つ の 理 由

　　　　路面電車化
一部の鉄道区間を廃止し、新たに道
路に軌道（道路併用軌道）を敷設す
ることで路面電車化した。新設した
併設軌道以外は、旧富山港線のイン
フラを活用した専用軌道。

01

利用者拡大のために
5つの駅を新設

富山ライトレールの路線長は約 7.6
㎞。利便性を高めるために約 600m
間隔で駅を設けようと、新たに 5
箇所の新駅を設置した。

02

制振軌道と芝生軌道
道路併用軌道区間は、レールと路
面電車との溝幅が小さい「溝レー
ル」という新技術を採用し、騒音、
振動の軽減を図っている。また景
観を考慮し、軌道の間に芝生を植
えた芝生軌道を採用している。

03

すべてが低床車両
低床車両を 7 編成導入。全
車低床車両による運行は日本
初。床面は道路から約 30cm
の高さに抑えられている。電
停も低床化したことで、ホー
ムと車両の段差はなく、高齢
者や車椅子などの利用者も安
心だ。

04

IC カード採用
東京、大阪などの大都市圏
で普及した ICカードを採用。
利用者の利便性を高め、乗降
時間の短縮、将来の鉄道事業
者相互の提携にも配慮して
いる。

05
運行サービスの向上

旧富山港線時代と比較して大幅
に増便。ラッシュ時は 10 分間
隔、ディタイムは 15 分間隔の
運行を行っている。始発時刻と
終電時刻も改善し利便性を高め
た。なお、運賃は 200 円均一
制とした。

06

沿線整備
「富山駅北」から「岩
瀬浜」までの沿線付近
を沿線活性化地域とし
てまちづくりが行われ
ている。駅アクセスの
改善として「岩瀬浜」
「蓮町」にはフィーダー
バスを導入。これは沿
線の住宅密集地などを
経由し路面電車と短時

間・高頻度に結ぶもの。駅前広場を整備し、同一ホームによ
る乗り継ぎができる。
駅周辺の住宅促進のために高齢者優良賃貸住宅促進事業に取
り組んだり、地域の資源循環に取り組む富山市エコタウン産
業団地を整備したり、古い街並みの残る岩瀬浜地区では散策
路の整備をするなど、沿線の活性化を進めている。

07

見直される路面電車

1932年には 65都市、路線延長 1,479㎞もあった路
面電車だが、モータリゼーションの発展、バスや地
下鉄への転換にともない廃止が続き、2006 年 4 月
末現在では、17 都市、路線延長約 205㎞が営業し
ているだけとなった。しかし、道路交通を補完し、
人と環境にやさしい公共交通として世界的に再評価
され、欧米を中心に世界各地で導入され、建設中、
計画中のものも多数ある。日本でも
堺市や宇都宮市などでは本格的に
検討されている。また市民レベル
での新しい路面電車の導入を核と
した次世代の都市づくりを目指
す市民団体もある。「池袋の路面
電車と街づくりの会」もそんな
ひとつ。区民の立場から人と
環境にやさしい、新しい
商業と住居の都市
空間を目
指 し て
いる。

富山市民が誇れる公共交通に
富山ライトレールを世界に向けて誇れる路線にし、新しい生活価値
や風景を創造していこうと、「快適性・地域性」「情報発信」「先進
性」の 3つをキーワード
に、車両、電停、ユニホー
ムなどのデザインを総合
的に行った。こうしたデ
ザインの質の高さが市民
や観光客に快適さと感動
を提供している。

08

支援体制
各電停に設置されるベンチの記念寄付を市民や企業から募
り、氏名や企業名、記念メッセージを刻んだ金属プレートを
ベンチに取り付けられている。
また、各電停には個性化スペースを設け、沿線の特徴や伝統
などが、この企画に協賛する地元企業によって行われている
など、市民や地元企業が支援参加できるようになっている。

09

次世代 LRV

人や環境に優しい都市交通とし
て見直される LRT では、さら
に省エネルギーを目指した次世
代の超低床電池駆動 LRV の開
発が進められている。開発車両
は、搭載したニッケル水素電池
のエネルギーを利用して、変電
所から離れた場合等の架線電圧
低下に対応できることから、変
電所数を減らし、間隔を広げる
ことが可能で、メンテナンスも
軽減できる。さらに、ある程度
の距離を架線からの電力供給を
受けずに走行でき、非電化区間
の走行も可能なことから、一部
区間で架線のないシステムを実
現することができ、優れた都市
景観を作り出すことが可能だ。
こうした次世代 LRV の登場に
より、さらに LRT へ関心を示
す地域が増えるはずだ。�

小樽市

仙台市

宇都宮市
さいたま市

前橋市
東京都豊島区
東京都中央区
東京都東多摩地区

横浜市
川崎市

静岡市

名古屋市

金沢市

堺市
枚方市

京都市
神戸市

松江市

JR 富山港線時 路面電車化後

運行間隔 30〜 60分間隔 10〜 15分間隔

始発 /終電 5時台 /21 時台 5時台 /23 時台

駅数 9駅 13電停

車両 鉄道車両 全低床車両

マストをモチーフとした電停

静かな乗り心地が好評

併用軌道（路面電車）

専用軌道

まったく段差のないステップスルー

フィーダーバスとポートラムが同一
ホームなので乗り継ぎがスムーズ

川崎重工で開発中の
超低床電池駆動 LRV「S

ス イ モ

WIMO」

画像提供：川崎重工

LRT 新設の計画や運動のある都市

都
市
交
通
の
未
来

〜
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
に
見
る
都
市
の
活
性
化
〜

芝生軌道
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株
式
会
社
札
幌
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
公
社

取
引
先
ビ
ル
へ

よ
り
一
層
の
安
心
と
安
全
を
提
供

　

株
式
会
社
札
幌
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
公
社
は
、

J
R
札
幌
駅
北
口
の
半
径
4
0
0
m
に
及
ぶ
エ
リ

ア
に
熱
供
給
を
行
っ
て
い
る
第
三
セ
ク
タ
ー
で

す
。
札
幌
駅
前
の
都
市
整
備
に
お
い
て
、北
口
地

区
に
地
域
冷
暖
房
を
導
入
す
る
目
的
で
1
9
8
6

年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
熱
源
を
多
く
の
供
給
先

ビ
ル
で
共
有
し
、よ
り
効
率
よ
く
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
追
求
や
環
境

保
全
、安
全
性
の
向
上
な
ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
面
的
利
用
」と
い
う
観
点

か
ら
近
年
特
に
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

札
幌
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
公
社
で
は
、営
業
開

始
当
初
よ
り
金
門
製
作
所
製
の
取
引
メ
ー
タ
を

採
用
し
、供
給
先
ビ
ル
に
対
す
る
課
金
請
求
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

「
以
前
か
ら
、お
客
さ
ま
の
使
用
状
況
を
把
握
す

る
こ
と
は
、プ
ラ
ン
ト
の
効
率
的
な
運
用
や
保

全
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
も
し
、

遠
隔
で
監
視
す
る
こ
と
で
安
心
し
て
供
給
が
で

き
、蓄
積
さ
れ
た
日
々
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
が
行
え
る
こ
と
は
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
」（
小
黒
氏
）

　

今
後
、供
給
先
ビ
ル
の
デ
ー
タ
監
視
の
重
要

性
が
高
ま
る
と
判
断
し
、
2
0
0
6
年
完
成
の

8
・
3
ス
ク
エ
ア
北
ビ
ル
の
建
設
を
き
っ
か
け

に
、遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
の
導
入
検
討
を
開
始

し
た
の
で
す
。

ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ
た
デ
ー
タ
監
視
で

供
給
先
ビ
ル
の
信
頼
を
獲
得

　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め

に
は
、顧
客
ご
と
に
熱
の
供
給
量
を
把
握
し
傾

向
を
つ
か
む
こ
と
と
、利
用
量
の
変
化
の
理
由

を
知
る
こ
と
が
必
要
で
し
た
。
さ
ら
に
、遠
隔
監

視
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、ト
ラ
ブ
ル
発
生

時
に
、そ
の
種
類
や
正
確
な
場
所
を
す
ば
や
く

特
定
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、保
安
管
理
に
も

有
効
だ
と
考
え
ま
し
た
」（
小
黒
氏
）

　

そ
こ
で
、無
線
に
よ
る
監
視
の
実
績
を
豊
富

に
持
つ
金
門
製
作
所
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、熱

量
計
盤
を
用
い
た
シ
ス
テ
ム
が
提
案
さ
れ
た
の

で
す
。

「
検
針
は
お
客
さ
ま
と
の
取
引
に
直
接
関
わ
る

部
分
で
あ
り
、正
確
性
や
安
定
性
が
当
社
の
信

用
を
直
接
左
右
し
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、過
去

の
運
用
経
験
か
ら
金
門
製
作
所
の
技
術
と
ア
フ

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
信
頼
し
採
用
し
ま
し
た
」（
小

野
氏
）

　

ま
た
検
針
デ
ー
タ
収
集
用
の
中
央
監
視
に

は
、す
で
に
熱
製
造
プ
ラ
ン
ト
の
制
御
に
使
わ

れ
て
い
た
山
武
の
協
調
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
・

シ
ス
テ
ムH

arm
onas™

が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

「H
arm
onas

で
制
御
し
て
い
る
プ
ラ
ン
ト
は
安

定
し
て
い
て
、オ
ペ
レ
ー
タ
も
操
作
に
慣
れ
て

い
る
た
め
、今
回
の
監
視
もH

arm
onas

で
行
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
金
門
製
作
所
と
山

武
が
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
た
た
め
、金
門

製
作
所
を
通
じ
て
シ
ス
テ
ム
構
築
を
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」（
小
野
氏
）

　

供
給
先
ビ
ル
側
の
熱
量
計
盤
で
計
測
さ
れ
た

検
針
デ
ー
タ
は
、パ
ケ
ッ
ト
通
信
に
よ
り
無
線

でH
arm
onas

に
送
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、検
針
だ

け
で
な
く
、漏
水
や
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
は
、

熱
量
計
盤
側
か
ら
ア
ラ
ー
ム
を
自
動
で
通
報
で

き
る
ほ
か
、遠
隔
で
の
遮
断
弁
操
作
も
行
う
こ

と
も
可
能
で
、保
安
管
理
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

計
測
し
た
デ
ー
タ
で

予
防
保
全
を
実
現

既
設
ビ
ル
へ
の
導
入
も
加
速

　

遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、さ
ま
ざ
ま
な

メ
リ
ッ
ト
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
常
時
、収
集

し
て
い
る
熱
量
デ
ー
タ
な
ど
か
ら
供
給
先
ビ
ル
の

状
況
が
分
か
る
こ
と
で
、取
引
メ
ー
タ
な
ど
の
機

器
の
故
障
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、以
前
は
、巡
回
で
検
針
し
て
い
た
た
め
全
て
の

供
給
先
ビ
ル
の
希
望
時
刻
に
合
わ
せ
る
こ
と
は
困

難
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
が
、遠
隔
監
視
の
導

入
に
よ
り
検
針
時
刻
も
自
由
に
設
定
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。供
給
先
ビ
ル
か
ら
も
好
評
で
、

既
設
の
ビ
ル
に
も
順
次
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、蓄
積
さ
れ
た

熱
量
や
流
量
な
ど
の
デ
ー
タ
の
変
化
を
機
器
管

理
の
面
で
も
活
用
で
き
る
た
め
、予
防
保
全
と
い

う
供
給
先
ビ
ル
へ
の
き
め
細
や
か
な
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

「
付
加
価
値
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
お
客
さ
ま
へ

の
ア
ピ
ー
ル
は
高
ま
り
ま
す
。
金
門
製
作
所
や
山

武
に
は
、お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
耳
を
傾
け
、期
待

に
応
え
ら
れ
る
パ
ー
ト
ナ
で
い
て
ほ
し
い
で
す
」

（
小
黒
氏
）

熱供給の遠隔監視により
供給先ビルへのきめ細かい

サポートを実現
オフィスビルや商業施設、学校、融雪槽など
に7℃の冷水と90℃の温水を供給し、環境負
荷の低減や省エネルギー、都市機能の向上、
そして利便性の高い街づくりなどの役割を
担っています。

所 在 地

創 　 業
事 業 内 容

：

：
：

北海道札幌市北区北7条西1丁目
1番地2
1986年
札幌駅北口における地域冷暖房
の供給

技術部
管理係長
小野 隆司氏

株式会社札幌エネルギー供給公社
技術部
エネルギーセンター長
小黒 修一氏

株式会社札幌エネルギー供給公社

取引用の熱量計盤（左）と冷温水遮断弁操作盤（右）。
熱量計盤では、熱量演算や流量計測などのデータ蓄積
のほか、センターと無線で通信を行っている

供給先ビルの遠隔監視用Harmonas（左）。その
隣には、プラントの制御を行うHarmonasが並ぶ

営業開始当初から計画していた供給先ビルに対する供給量の遠
隔監視を、金門製作所の検針技術と山武の監視システムの組
み合わせで実現。監視だけでなく緊急時の遮断弁操作などにも
活用でき、供給先ビルに安心・安全な熱供給を行っています。

地域冷暖房
　�一定地域内の建物に、熱供給設備から冷水や温水
を供給し、冷房や暖房、給湯などを行う仕組み。
ゴミ焼却や地下鉄の排熱、海水・河川水の温度差
など未利用エネルギーを活用できる。供給先ビル
側も熱源設備を持つ必要がなく省エネルギー効果
が期待できる。

エネルギーの面的利用
　�エネルギーの利用にあたり、複数の施設や建物な
ど地域に一括して行い、施設や建物間でエネル
ギー融通や未利用エネルギーの活用などを行って
効率化を図ること。スペースの有効利用だけでな
く、CO₂ 排出量削減をはじめ、省エネ・省資源や
都市美観の向上などの効果が期待される。

用語解説

供給先ビルの熱源受入設備に設置さ
れたFloWing（フローウィング）偏心
軸回転形調節弁（VFR）

株式会社札幌エネルギー供給公社

Harmonas

遠隔監視

Harmonas

山武 山武

地域冷暖房プラント

ビルA

金門
熱量計盤

ビルB

金門
熱量計盤

ビルC

金門
熱量計盤

パケット
通信網

熱量データ
機器警報
機器発停

熱供給

May.2008 8� May.2008



福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

「
開
か
れ
た
研
究
機
関
」を
掲
げ

広
く
県
民
と
交
流

　

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、セ
ン

タ
ー
）は
、福
島
の
農
業
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を

目
指
し
て
設
立
さ
れ
た
研
究
機
関
で
す
。
県
内

各
地
に
点
在
し
て
い
た
研
究
機
関
を
再
編
･
統

合
し
て
2
0
0
6
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
作
物
の
品
種
改
良
や
新
た
な
農
業
技
術
の

開
発
な
ど
を
通
じ
、農
業
従
事
者
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、消
費
者
向
け
の
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や

子
供
た
ち
の
た
め
の
農
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど

も
開
催
。
セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念
の
ひ
と
つ
で

あ
る
「
開
か
れ
た
研
究
機
関
」を
目
指
し
、積
極

的
に
県
民
と
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
前
身
で
あ
る
旧
農
業
試
験
場
と

旧
農
業
試
験
場
相
馬
支
場
（
現
浜
地
域
研
究
所
、

相
馬
市
）の
両
拠
点
で
は
、山
武
（
旧
株
式
会
社

イ
ー
・
エ
ス
・
デ
ィ
※
）の
温
室
管
理
シ
ス
テ
ム

が
使
わ
れ
て
お
り
、そ
の
使
い
勝
手
の
良
さ
は

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
建
設
に
あ
た
り
、県
は
ガ
ラ
ス
温
室

50
棟
に
複
合
環
境
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と

を
決
定
。
統
合
管
理
だ
け
で
な
く
、温
室
単
位
で

個
別
で
も
管
理
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ

と
を
条
件
に
入
札
を
行
い
、山
武
の
温
室
環
境
制

御
シ
ス
テ
ム
「
グ
リ
ー
ン
マ
イ
コ
ンTM

21
シ
ス

テ
ム
」が
導
入
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
私
も
旧
相
馬
支
場
で
実
際
に
山
武
の
シ
ス
テ

ム
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、操
作
の
し
や
す
さ
に

加
え
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の
調
整
を
お
願
い
し
た
時
に

は
、素
早
い
対
応
を
い
た
だ
く
な
ど
、頼
り
が
い

の
あ
る
パ
ー
ト
ナ
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
他

県
の
試
験
場
で
の
実
績
も
豊
富
な
の
で
引
き
続

き
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
、心
強
く

思
い
ま
し
た
」（
半
沢
氏
）

一
括
管
理
は
も
と
よ
り

個
別
で
も
管
理
で
き
る
シ
ス
テ
ム

　
「
グ
リ
ー
ン
マ
イ
コ
ン
21
シ
ス
テ
ム
」は
、セ
ン

タ
ー
の
施
設
区
17
・
2
ha
（
総
面
積
は
55
・

6
ha
）に
点
在
す
る
管
理
研
究
棟
、屋
外
研
究
施
設

（
温
室
群
）、気
象
観
測
所
の
３
つ
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
つ
な
ぎ
、温
室
内
の
温
湿
度
を
は
じ
め
、天
窓

や
カ
ー
テ
ン
の
開
閉
、換
気
扇
の
入
切
な
ど
を
自

動
制
御
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

上
に
は
73
台
の
温
室
専
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
あ
る

グ
リ
ー
ン
マ
イ
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、そ
れ

ら
を
管
理
区
分
ご
と
に
温
室
集
中
監
視
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
「
グ
リ
モ
スTM

」が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ

て
い
る
6
台
の
パ
ソ
コ
ン
で
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

管
理
研
究
棟
の
「
中
央
管
理
パ
ソ
コ
ン
」で
温

室
内
の
条
件
を
設
定
す
る
と
、全
温
室
を
一
括
で

自
動
管
理
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、自
動
運
転
中
で

も
温
室
内
に
設
置
さ
れ
た
マ
イ
コ
ン
の
ス
イ
ッ

チ
を
手
動
に
切
り
換
え
れ
ば
、温
湿
度
や
日
射
な

ど
の
温
室
内
環
境
を
簡
単
に
変
更
で
き
ま
す
。

「
温
室
ご
と
に
栽
培
し
て
い
る
作
物
や
研
究
内
容

が
異
な
る
た
め
、温
湿
度
や
日
射
な
ど
、設
定
し

た
い
条
件
も
違
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
環
境
を
簡

単
に
生
み
出
せ
る
シ
ス
テ
ム
な
の
で
、よ
り
幅
広

い
研
究
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
」（
佐
久
間
氏
）

　

温
室
群
か
ら
3
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た

「
気
象
観
測
所
」で
は
、風
向
や
日
照
時
間
な
ど

の
デ
ー
タ
が
収
集
さ
れ
る
ほ
か
、雨
天
時
や
強

風
時
に
は
セ
ン
サ
が
感
知
し
、天
窓
を
閉
め
る

よ
う
各
温
室
に
信
号
を
送
信
し
ま
す
。
温
湿
度

や
気
象
に
関
す
る
各
計
測
デ
ー
タ
は
、蓄
積
さ

れ
る
と
と
も
に
管
理
研
究
棟
の
パ
ソ
コ
ン
で
グ

ラ
フ
と
し
て
見
る
こ
と
も
で
き
、研
究
の
貴
重

な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、山
武�

品
川
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
（
東
京
都
品
川
区
）よ
り
毎
月
定
期
的
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
リ
モ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

実
施
。
年
に
一
度
の
現
場
点
検
な
ど
、万
全
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

全
自
動
化
に
よ
り

研
究
強
化
の
体
制
が
整
う

　

シ
ス
テ
ム
導
入
か
ら
1
年
が
経
過
し
た
セ
ン

タ
ー
。
そ
の
効
果
が
現
れ
始
め
ま
し
た
。

「
こ
れ
ま
で
は
温
室
管
理
に
費
や
す
時
間
が
全
体

の
8
割
ほ
ど
を
占
め
、休
日
も
当
番
制
で
対
応
す

る
な
ど
、大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
肝

心
の
研
究
に
注
ぐ
時
間
が
削
ら
れ
て
い
た
の
で

す
。
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、作
業
が
自
動
化

さ
れ
た
こ
と
で
、研
究
に
じ
っ
く
り
取
り
組
め
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
佐
久
間
氏
）

「
こ
れ
ま
で
の
温
室
管
理
は
、研
究
者
の
経
験
、そ

し
て
〝
カ
ン
〟に
頼
る
部
分
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
扱
っ
て
い
る
も
の
が
機
械
で
は
な

く
生
き
物
で
す
か
ら
、も
ち
ろ
ん
そ
れ
ら
は
不
可

欠
で
す
が
、信
頼
性
の
高
い
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に

よ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
と
カ
ン
が
さ
ら
に
生
き

て
く
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」（
半
沢
氏
）

　
「
福
島
の
農
業
を
元
気
に
し
た
い
」と
、意
気

込
む
両
氏
。
今
後
の
抱
負
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
シ
ス
テ
ム
の
機
能
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が

ら
、研
究
の
高
度
化
を
図
り
、農
業
の
活
性
化
に

貢
献
し
た
い
で
す
」（
半
沢
氏
）

「
作
物
の
生
育
と
環
境
の
関
係
は
、感
覚
的
に
し

か
わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
多
く
あ

り
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
な
が
ら
、数
値
に

裏
づ
け
さ
れ
た
、植
物
の
生
育
に
関
す
る
デ
ー

タ
を
収
集
し
、農
家
の
皆
さ
ん
に
発
信
し
て
い

き
た
い
で
す
」（
佐
久
間
氏
）

効率的な
温室管理システムの導入により
農業のさらなる活性化に貢献

福島県農業総合センターは、県内のあ
らゆる農業情報の発信拠点です。

所 在 地

設 　 立
施 設 概 要

：

：
：

福島県郡山市日和田町
高倉字下中道116
2006年
技術開発･企画調整機能、地域農業
支援機能、先進的農業者育成･支援
機能、県民との交流･情報発信機
能、食の安全･環境にやさしい農業
支援機能を備えた農業振興の拠点
施設

作物園芸部�野菜科
科長
佐久間 秀明氏

福島県農業総合センター
企画経営部�企画情報科
主任研究員
半沢 伸治氏

福島県農業総合センター

各温室に設置された
グリーンマイコンを
使えば、自在にその
温室内の環境を個別
に変更できる

現場から離れた管理棟内からで
も、グリモスがインストールされ
た中央管理パソコンによって温
室を一括管理

温室制御のノウハウが凝縮された山武の「グリーンマイコン21
システム」を導入したことにより、手間のかかっていた温室管理
作業が大幅に軽減。研究機関としての主業務である調査･研
究にこれまで以上のエネルギーを注げるようになりました。

グリーンマイコン21システム
　�換気窓・カーテン・暖房をはじめとする、
温室に設置されるほとんどすべての機器
の制御を行う温室制御用コンピュータ。そ
の制御方法も栽培用途に応じていろいろ
選べるようになっている。全国の農業試験
場、学校、研究機関で採用され、新世紀の
温室栽培を確実にサポート。

グリモス
　�毎日の気象変化や機器の稼動状態をデー
タとして蓄積し、次の栽培に役立てる正
確な温室管理を実現。

用語解説

温室内に設置され
た温湿度センサ
「HT−20」。環境の
変化を感知してマ
イコンに入力信号
を送信する

イチゴ、トマト、アスパラ
ガス、イネなどをはじめ、
リンドウ、カラー、ガーベ
ラ、シクラメンなどの花
き類も研究されている

場内LAN

サブステーションⅠ
グリモス

管理棟
グリモス

インターネット

サブステーションⅡ
グリモス

山武 品川オフィス

グリーン
マイコン

気象観測
施設

グリーン
マイコン

グリーン
マイコン

グリーン
マイコン

※�

株
式
会
社
イ
ー
・
エ
ス
・
デ
ィ
は
２
０
０
７
年
８
月
１
日

に
株
式
会
社
山
武
の
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
カ
ン
パ
ニ
ー
に
吸
収

合
併
さ
れ
ま
し
た
。
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山
武
は
、創
業
者
・
山
口
武
彦
の

名
字
と
名
前
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
字
を

と
っ
て
付
け
ら
れ
た
名
前
だ
。
山
武

グ
ル
ー
プ
は
名
前
と
と
も
に
創
業
者

の
思
い
を
今
も
受
け
継
い
で
い
る
。

　

1
9
0
6
年
に
創
業
し
た
山
武
商

会
は
、欧
米
の
機
械
工
具
の
輸
入
商

社
だ
。
早
く
か
ら
欧
米
の
機
械
工
業

の
水
準
の
高
さ
を
知
っ
て
い
た
山
口

は
、日
本
の
工
業
化
に
必
要
な
工
作

機
械
の
輸
入
に
取
り
組
む
。
と
同
時

に
、工
業
発
展
の
土
台
と
な
る
酸
素

製
造
や
ベ
ア
リ
ン
グ
の
国
産
化
も
目

指
し
た
。
酸
素
製
造
は
現
在
の
太
陽

日
酸
株
式
会
社
に
受
け
継
が
れ
、工

業
用
や
医
療
用
な
ど
の
需
要
拡
大
の

要
請
に
応
え
て
い
る
。
ま
た
、工
作

機
械
な
ど
の
回
転
部
に
欠
か
せ
な
い

ベ
ア
リ
ン
グ
は
、日
本
精
工
株
式
会

社
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
、日
本
の
産

業
を
支
え
て
い
る
。
い
ず
れ
も
山
口

が
種
を
ま
い
た
も
の
だ
。

　

山
口
は
、今
、社
会
に
何
が
必
要
な

の
か
を
絶
え
ず
考
え
て
い
た
人
な
の

だ
ろ
う
。
時
代
の
風
向
き
を
誰
よ
り

も
早
く
察
知
し
て
山
武
商
会
の
舵
取

り
に
乗
り
出
す
。
山
武
商
会
は
、後
に

工
作
機
械
輸
入
商
社
か
ら
工
作
機
械

や
計
器
の
製
造
販
売
を
行
う
メ
ー
カ

へ
と
変
身
し
、現
在
の
山
武
と
な
っ

た
。
今
あ
る
山
武
商
会
は
、商
事
部
門

を
切
り
離
し
て
1
9
4
2
年
に
別
会

社
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
だ
が
、

創
業
者
・
山
口
武
彦
の
精
神
を
受
け

継
ぎ
、時
代
の
風
向
き
を
い
ち
早
く

キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
を
使
命
に
し
て

い
る
。

　

で
は
、山
武
商
会
が
キ
ャ
ッ
チ
し
て

い
る
の
は
ど
ん
な
風
な
の
だ
ろ
う
。

　

現
在
、山
武
商
会
の
グ
ル
ー
プ
に
お

け
る
位
置
づ
け
は
、グ
ル
ー
プ
の
事
業

拡
大
を
目
的
に
新
し
い
事
業
や
流
通

を
開
拓
す
る
役
割
を
持
つ
フ
ロ
ン
ト

エ
ン
ド
商
社
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、ア
ド
バ
ン
ス
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
一
翼
を
担

い
、技
術
商
社
と
し
て
の
強
み
を
生

か
し
た
独
自
の
新
た
な
顧
客
・
流
通

開
拓
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

創
業
者
の
山
口
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ

う
に
、欧
米
を
は
じ
め
と
す
る
各
国

の
先
進
技
術
に
目
を
向
け
、フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
良
さ
で
顧
客
の
需
要
を
つ

か
み
、新
た
な
事
業
や
商
品
を
導
入

す
る
な
ど
最
前
線
で
の
役
割
を
担
っ

て
い
る
。

　

山
武
商
会
が
、新
た
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
る
分
野
は
、主
に
生
産
現

場
の
環
境
と
安
全
に
関
わ
る
分
野
、

人
と
機
械
の
協
創
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

す
る
製
造
装
置
分
野
の
２
つ
だ
。
例

え
ば
、ア
メ
リ
カ
か
ら
導
入
し
た
オ

イ
ル
ミ
ス
ト
コ
レ
ク
タ
ー
を
用
い

て
、工
場
の
切
削
工
程
か
ら
発
生
す

る
油
煙
、外
食
産
業
に
お
け
る
厨
房

の
煙
・
脱
臭
前
装
置
な
ど
の
空
気
環

境
改
善
を
提
案
し
て
い
る
。
ま
た
、

多
品
種
少
量
生
産
の
プ
リ
ン
ト
基
板

の
実
装
シ
ー
ン
で
は
、人
手
に
よ
る

作
業
が
不
可
欠
で
あ
る
。
山
武
商
会

の
扱
う
電
子
部
品
の
半
自
動
挿
入
機

は
、こ
う
し
た
人
の
手
に
よ
る
作
業

を
、作
業
者
に
負
荷
を
か
け
る
こ
と

な
く
、正
確
で
効
率
的
に
行
う
た
め

に
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

一
昨
年
、山
武
グ
ル
ー
プ
は
「
人
を

中
心
と
し
た
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
」

で
、人
々
の
「
安
心
、快
適
、達
成
感

を
実
現
す
る
と
と
も
に
地
球
環
境
に

貢
献
す
る
」と
い
う
理
念
を
揚
げ
た
。

山
武
商
会
に
と
っ
て
人
は
財
産
で
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
人
に
優
し
い
会
社

で
あ
り
た
い
。
ま
さ
に
こ
の
理
念
の

具
現
化
の
フ
ロ
ン
ト
エ
ン
ド
と
し
て

も
、新
た
な
挑
戦
を
続
け
て
い
る
の

だ
。

　

メ
ー
カ
で
あ
る
山
武
と
、技
術
商

社
の
山
武
商
会
の
関
係
は
非
常
に
機

能
的
だ
。
技
術
商
社
で
あ
る
山
武
商

会
は
、潜
在
需
要
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、

ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
な
製
品
を
発
掘

し
、山
武
と
の
連
携
・
協
業
に
よ
り
市

場
創
出
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
を
描
く
こ

と
が
で
き
る
か
ら
だ
。

　

創
業
者
・
山
口
武
彦
が
先
駆
者
の

目
で
日
本
の
工
業
に
影
響
を
与
え
た

よ
う
に
、山
武
商
会
は
技
術
商
社
と

し
て
山
武
グ
ル
ー
プ
の
未
来
を
切
り

拓
い
て
い
る
。
創
業
者
・
山
口
武
彦

は
、残
し
た
業
績
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、正
直
で
率
直
な
人
物
と
し
て
も

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
顧
客
に
不

必
要
な
も
の
は
売
り
込
ま
ず
、有
益

な
も
の
だ
け
を
販
売
す
る
信
念
の
人

だ
っ
た
の
だ
。
先
駆
者
と
同
時
に
人

と
し
て
信
頼
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ

ビ
ジ
ネ
ス
が
拡
大
し
て
い
っ
た
の
だ

ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、「
人
」

の
た
め
に
役
立
つ
技
術
を
キ
ャ
ッ
チ

し
、人
々
の
幸
せ
に
貢
献
し
よ
う
と

い
う
熱
い
思
い
へ
と
引
き
継
が
れ
て

い
る
―
―
―
。

創
業
者
の
D
N
A
を
受
け
継
ぎ

時
代
の
風
向
き
を

い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ

「
人
」が
財
産
と
考
え
る
商
社
の

「
人
」へ
の
思
い

事業創出

顧客・流通開拓

山
武
商
会

ス
タ
ッ
フ

山武グループ

バックエンド フロントエンド

顧客・流通開拓

ビルシステム事業
（BA）

ライフ
オートメーション事業

（LA）

アドバンス
オートメーション事業

（AA）
フロントエンド商社
（山武商会）

事業融合領域

新規事業分野

周辺事業分野

技
術
商
社
と
し
て

山
武
グ
ル
ー
プ
の

事
業
創
出
を
担
う

Vol.02

山武グループ創業者の
フロンティア精神を受け継ぐ

技術商社
2006年に山武グループは創業 100周年を迎えた。

その起点となったのが創業者・山口武彦が 1906 年に看板を掲げた「山武商会」だ。
日本を一流の工業国にしたいと望んだ創業者の
時代の風向きをいち早くキャッチするDNAは、

現在の山武商会に受け継がれている。

●取材 / 構成　早川 寿浩

創業者の山口武彦
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株
式
会
社 

山
武
の
エ
ア
管
理
用
メ
ー

タ
M
C
F
は
、製
造
現
場
で
使
用
さ
れ
る

圧
縮
空
気
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
し

て◦ 

ラ
イ
ン
、部
門
単
位
の
エ
ア
原
単
位
管

理
、課
別
課
金

◦
装
置
の
適
正
使
用
量
の
把
握

◦
エ
ア
漏
れ
量
の
把
握

に
役
立
つ
、空
気
・
窒
素
専
用
の
質
量
流

量
計
で
す
。

　

工
場
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
圧
縮
空
気

は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
全
体
の
1
割
～

2
割
を
占
め
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、各
部
門
の
エ
ア
使
用
量
の
計

測
に
よ
り
、装
置
の
適
正
使
用
量
が
数
値

で
わ
か
り
、装
置
停
止
時
に
メ
ー
タ
を
確

認
す
る
こ
と
に
よ
り
エ
ア
漏
れ
量
が
わ

か
り
ま
す
。
ま
た
、コ
ス
ト
換
算
、部
門

配
賦
を
行
う
こ
と
で
コ
ス
ト
意
識
の
向

上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
特
長
】

▪ 

漏
れ
把
握
に
役
立
つ
50
：
1
の
実
用

的
な
計
測
範
囲

▪ 

8
A
（
2
0
0
L
/
m
i
n
）か
ら
50
A

（
1
2
0
0
0
L
/
m
i
n
）ま
で
の
豊

富
な
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

▪  

ル
ー
プ
配
管
に
も
対
応
で
き
る
逆
流

検
出
機
能
を
装
備

▪ 

質
量
流
量
計
測
の
た
め
、気
体
の
温

度
・
圧
力
が
変
化
し
て
も
正
確
に
測

定
▪ 

豊
富
な
表
示
機
能
（L/m

in

、m
3/h

、

m
3/m
in

、kg/h

、コ
ス
ト
換
算
表
示
）

　　

株
式
会
社 

山
武
は
、グ
ル
ー
プ
シ
ン
ボ

ル
“azbil

”（
ア
ズ
ビ
ル
）の
も
と
で
の

事
業
や
業
務
変
革
の
研
究
強
化
の
一
環

と
し
て
、
2
0
0
7
年
4
月
よ
り
東
京

理
科
大
学
経
営
学
部
榎
本
研
究
室
と
共

同
で
“azbil

”の
ブ
ラ
ン
ド
展
開
を
テ
ー

マ
と
し
た
「
カ
ル
チ
ャ
ラ
ル
・
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス
（
C
I
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に

参
画
し
、新
し
い
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
0
7
年
4
月
よ
り
開
始
さ
れ
た

第
1
期azbil

ブ
ラ
ン
ド
展
開
の
C
I

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、山
武
が
2
0
0
6

年
か
ら
採
用
し
た
グ
ル
ー
プ
シ
ン
ボ
ル

“azbil

”に
つ
い
て
、「“azbil

”の
ブ
ラ

ン
ド
力
向
上
戦
略
」と
い
う
課
題
を
設
定

し
、1
チ
ー
ム
3
～
5
名
の
学
生
を
基
本

構
成
と
し
た
5
チ
ー
ム
が
、企
業
側
の
専

門
メ
ン
バ
ー
と
協
働
し
な
が
ら
、あ
ら
ゆ

る
知
識
と
情
報
を
集
め
自
由
な
発
想
を

ぶ
つ
け
あ
っ
て
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

2
0
0
7
年
10
月
か
ら
第
2
期
C
I

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
2
0
0
8
年
4
月
か

ら
第
3
期
C
I
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
ん
で
お
り
、今
後
も
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
継
続
的
に
発
展
さ
せ
て
い
く
予
定
で

す
。

山武グループＰＲ誌「azbil」を
ご愛読いただき、

ありがとうございます。

▪�本誌に関するお問い合わせやご意見、ご希望、ご感想、取
り上げてほしいテーマなど、皆さまからのお便りをお待ちし
ております。お名前、貴社名・部署名、ご住所、電話番
号などをご記入の上、下記まで郵送、FAX、電子メールな
どでお寄せください。
▪�ご住所などの変更に関するご連絡は、宛名ラベルに表

示されております８桁の登録番号も併せてお知らせくださ
い。

▪�お問い合わせ
　〒100-6419
　東京都千代田区丸の内2-7-3　東京ビル
　株式会社 山武 広報グループ
　azbil 編集事務局
　TEL：（03）6810-1006
　FAX：（03）5220-7274
　E-mail：azbil-pr@jp.yamatake.com
　
▪�発行日：2008年5月1日
▪� 発　行：PR誌 azbil 編集事務局
▪�発行責任者：岡 訓仁
▪� 制　作：産業編集センター

　

株
式
会
社 

山
武
のFIN

E
D
E
W

（
フ
ァ

イ
ン
デ
ュ
ー
）卓
上
型
鏡
面
冷
却
式
露
点

計 

F
D
W
10
は
、気
体
の
中
の
水
分
量
を

計
測
す
る
計
測
器
で
す
。
計
測
方
式
に

ユ
ー
ザ
の
間
で
精
度
に
対
す
る
信
頼
感

が
最
も
高
い
鏡
面
冷
却
式
を
採
用
し
、学

術
会
研
究
用
途
か
ら
産
業
用
露
点
管
理

ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
湿
潤
環
境
計
測
ニ
ー

ズ
に
お
応
え
し
ま
す
。

【
特
長
】

▪ 

J
I
S
に
も
規
定
さ
れ
、制
度
に
対
す

る
信
頼
感
が
最
も
高
い
鏡
面
冷
却
式

を
採
用

▪ 
今
ま
で
に
な
い
超
小
型
セ
ン
サ
ー
プ

ロ
ー
ブ

▪
計
測
環
境
に
直
接
挿
入
が
可
能

▪ 

小
型
化
を
追
求
し
た
S
型
と
、よ
り
低

露
点
計
測
が
可
能
な
L
型
を
品
揃
え

▪ 

専
用
の
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
（
近
日

発
売
予
定
）と
合
わ
せ
て
、高
露
点
雰

囲
気
の
計
測
を
手
軽
に
実
現

　

株
式
会
社 

山

武
商
会
は
、耐
ノ

イ
ズ
性
に
優
れ
、

高
周
波
ノ
イ
ズ
や

電
気
ノ
イ
ズ
が
発

生
す
る
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
利

用
で
き
る
ド
イ
ツ

TU
R
C
K

社
の
静

電
容
量
セ
ン
サ
「
B
C
F
シ
リ
ー
ズ
」を

販
売
開
始
し
ま
し
た
。

　

高
い
電
磁
環
境
両
立
性
（
E
M
C
）を

備
え
て
お
り
、各
種
の
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
試

験
基
準
を
大
き
く
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。

電
気
ノ
イ
ズ
が
発
生
す
る
搬
送
ラ
イ
ン

な
ど
に
適
し
て
い
ま
す
。

【
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
例
】

▪ 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
搬
送
ラ
イ
ン
に
お

け
る
中
身
検
出

▪
木
工
加
工
時
の
木
材
検
出

▪
移
動
す
る
ガ
ラ
ス
基
板
の
検
出

▪ 

ホ
ッ
パ
ー
な
ど
の
内
容
物
（
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
等
）の
レ
ベ
ル
検
出

　

株
式
会
社 

山
武
は
全
館
空
調
シ
ス
テ

ム
「
き
く
ば
りTM

」に
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

省
ス
ペ
ー
ス
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
「
き

く
ば
り
e
c
s
（
エ
ッ
ク
ス
）シ
リ
ー
ズ
」

を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
と
し
て
追
加
し
、販
売

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

住
宅
向
け
全
館
空
調
シ
ス
テ
ム
は
、家

全
体
を
常
に
快
適
な
温
度
に
保
つ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
な
ど

で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
廊
下
や
脱
衣
室

な
ど
も
温
度
差
が
少
な
い
た
め
、湯
冷

め
や
高
齢
者
の
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
の
心

配
も
な
い
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、24
時
間
計
画
換
気
装
置
を

搭
載
し
て
お
り
、室
内
の
空
気
を
常
に
ク

リ
ー
ン
に
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
特
長
】

▪ 

空
調
室
内
機
お
よ
び
室
外
機
の
イ
ン

バ
ー
タ
化
と
ゾ
ー
ン
別
空
調
方
式
に

よ
っ
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
現

▪ 

0
・
5
畳
の
小
さ
な
機
械
室
に
空
調

室
内
機
と
換
気
装
置
が
設
置
で
き
る

コ
ン
パ
ク
ト
設
計

▪ 

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
自
由

に
操
作
で
き
る
ゾ
ー
ン
別
風
量
調
節

機
能

▪ 

適
温
を
保
っ
た
ま
ま
除
湿
で
き
る
再

熱
除
湿
機
能

▪ 

空
気
中
の
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
や
花
粉
な

ど
を
除
去
で
き
る
高
性
能
な
空
気
清

浄
フ
ィ
ル
タ
搭
載

▪ 
ダ
ク
ト
口
径
の
小
型
化
に
よ
る
容
易

な
設
計
・
施
工
お
よ
び
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
性
の
向
上

　

株
式
会
社 

山
武
は
、建
物
設
備
管
理
用

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
「B

uilding-
S
upport TM

（
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
）」

を
開
発
、
W
e
b
を
活
用
し
た
A
S
P

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、提
供
開
始
し
ま
す
。

B
uilding-S

upport

は
、建
物
の
設
備
保

全
情
報
の
進
捗
状
況
（
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

ト
ラ
ブ
ル
対
応
、引
継
ぎ
情
報
）や
設
備

の
修
繕
履
歴
デ
ー
タ
な
ど
を
W
e
b
上

で
一
元
管
理
す
る
ツ
ー
ル
で
す
。
設
備

管
理
者
は
、情
報
検
索
、入
力
、出
力
が
い

つ
で
も
、ど
こ
か
ら
で
も
可
能
と
な
り
、

日
常
保
守
の
効
率
化
、安
定
し
た
建
物
運

用
を
実
現
で
き
ま
す
。
ま
た
、ビ
ル
オ
ー

ナ
と
の
管
理
情
報
の
共
有
化
を
可
能
に

し
、建
物
管
理
業
務
の
可
視
化
や
標
準
化

を
高
い
レ
ベ
ル
で
実
現
し
ま
す
。

【
特
長
】

▪ 

P
C
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

以
外
に
特
別
な
設
備
や
専
用
回
線
は

不
要

▪ 

建
物
設
備
管
理
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
把
握

▪ 

管
理
品
質
の
一
元
化
と
向
上
（
建
物

管
理
情
報
の
一
元
化
と
共
有
管
理
を

実
現
）

▪ 

建
物
設
備
管
理
業
務
各
種
報
告
書
が

所
定
様
式
に
合
わ
せ
て
自
動
出
力
可

能

昔懐かしい路面電車。都電荒川線に乗ってきま
した。平日昼間の都電荒川線は、おじいちゃんと
おばあちゃんで溢れていました。ゆっくりゆっ
くり民家の間を縫って走る1両編成の電車。こ
のスローテンポが心地よく下町風情にワクワク
します。駅と駅の間隔も短く、ちょっと乗って降
りるというお団子と串の関係がここにも出来上
がっていました。バスよりも時間に正確で、気軽
に乗れるので車を利用するまでもありません。
お年寄りには欠かせない‘足’となっているのだ
なぁと感じました。 （akubi）

 

製
品
情
報

 

展
示
会
情
報

卓
上
型
鏡
面
冷
却
式
露
点
計 

FIN
E

D
E

W
T

M

（
フ
ァ
イ
ン
デ
ュ
ー
）

A

FINEDEW
TM

（
フ
ァ
イ
ン
デ
ュ
ー
）

ノ
イ
ズ
に
強
い

「
静
電
容
量
式
セ
ン
サ
」を

販
売
開
始

B
静
電
容
量
式
セ
ン
サ

省
エ
ネ
・
省
ス
ペ
ー
ス
を

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た

全
館
空
調
シ
ス
テ
ム

「
き
く
ば
り
e
c
s
シ
リ
ー
ズ
」

を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
に
追
加

販
売
開
始

C
き
く
ば
り
e
c
s
シ
リ
ー
ズ

A
S
P
：A

pplication S
ervice P

rovider

の

略
。
ビ
ジ
ネ
ス
用
の
W
e
b
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
サ
ー
ビ
ス
を
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
通
じ

て
提
供
す
る
。

A
S
P
型
の
建
物
設
備
管
理
情
報

支
援
ツ
ー
ル
を
販
売
開
始

D

B
uilding-S

upport
T

M

エ
ア
管
理
用
メ
ー
タ

M
odel

：M
C

F

E
エ
ア
管
理
用
メ
ー
タ

FOOMA JAPAN 2008
（国際食品工業展）

G

5/27㈫～ 5/30㈮
10：00 ～ 17：00
東京ビッグサイト西展示棟2ホール
社団法人 日本食品機械工業会
1000円

（招待券持参者・事前登録者は無料）
食の安全・安心を支援する食品工場
向けMES・食品工場向け省エネル
ギーソリューション

会期

時間

会場

主催

入場料

出展製品

関西電力エネルギーソリュー
ション＆蓄熱フェア 2008

H

5/28㈬～ 5/30㈮
10：00 ～ 17：30
インテックス大阪 4号館
関西電力株式会社
無料
流量計測制御機能バルブ、インテ
リジェントコンポ、ワイヤレス
シ ス テ ム、PMX-HPⅡ、savic-
netFX（BMS機能、セキュリティ
機能含む）、積算熱量計

会期

時間

会場

主催

入場料

出展製品

第27回ビルセキュリティ無料セミナーI
5/16㈮
13：00 ～ 17：00
株式会社 山武 ビルシステムカンパニー
APプラザ東京
入退室管理システム、非接触IC
カード、電気錠、防犯機器について
など、ビルセキュリティを構築す
る上で必要な基礎知識を習得する
ことができます。
20名（定員になり次第締め切ら
せていただきます）

会期

時間

会場

コース概要

定員

azbil

topics
製品情報や展示会情報など、

azbilのトピックスをご紹介します

配管内の低温（–25℃）から
高温（70℃）までの液体を
検出可能

タンク内の肥料等のレベル検出

ニ
ュ
ー
ス

　
　

 

株
式
会
社 

山
武

東
京
理
科
大
学 

経
営
学
部

榎
本
研
究
室
と

株
式
会
社 

山
武
が
共
同
で

経
営
課
題
を
研
究

F

　　 株式会社 山武
アドバンスオートメーションカンパニー
マーケティング部
TEL 0466-20-2232
FAX 0466-20-2193

　　 株式会社 山武商会
経営企画本部
TEL 03-3777-6941
FAX 03-3777-8077

　　 株式会社 山武
ホームコンフォート部
事業開発グループ
TEL 044-223-5087
FAX 044-200-9031

　　 株式会社 山武
ビルシステムカンパニー
マーケティング本部
TEL 03-6810-1108
FAX 03-5796-0795

　　 株式会社 山武
アドバンスオートメーションカンパニー
マイクロフロー事業推進部
TEL 0466-20-2226
FAX 0466-20-2193

　　 株式会社 山武
経営企画部 広報グループ
TEL 03-6810-1006
FAX 03-5220-7274
　　 
　　 株式会社 山武
アドバンスオートメーションカンパニー
マーケティング部
販売促進グループ
TEL 0466-20-2160
FAX 0466-20-2103
　　 
　　 株式会社 山武
ビルシステムカンパニー
コミュニケーションマーケティング部
TEL 03-6810-1112
FAX 03-5796-0795

　　 株式会社 山武
ビルシステムカンパニー
セキュリティ本部
セキュリティ企画部
TEL 03-6810-1119
FAX 03-5796-0935

C

B

A

D

E

F

問い合わせ先

G

H

I

 

セ
ミ
ナ
ー
情
報

May.2008 1415 May.2008



成
田
山
に
奉
納
さ
れ
る

縁
起
の
よ
い
太
ご
ぼ
う
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azbilは山武グループのシンボルマークです

　

ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
し
た
表
面
、太
い
も
の

で
は
直
径
30
㎝
に
も
な
る
。
長
さ
は
最

長
約
１
ｍ
、重
さ
は
４
〜
５
㎏
。
ご
ぼ

う
と
い
う
よ
り
丸
太
の
よ
う
。
千
葉
県

匝そ
う
さ瑳
市
大
浦
地
区
で
の
み
生
産
さ
れ
、

市
指
定
の
天
然
記
念
物
で
も
あ
る
大
浦

ご
ぼ
う
だ
。

　

９
４
０
年
、平
将
門
の
乱
の
平
定
に

赴
い
た
藤
原
秀ひ
で
さ
と郷
は
、成
田
山
新
勝
寺

に
立
ち
寄
り
、戦
勝
祈
願
の
た
め
に
大

浦
ご
ぼ
う
で
祝
宴
を
し
、勝
利
を
収
め

た
。
以
来
、大
浦
ご
ぼ
う
は
「
勝
ち
ご

ぼ
う
」と
呼
ば
れ
、毎
年
新
勝
寺
に
奉
納

さ
れ
る
習
わ
し
と
な
っ
た
。

　

現
在
で
も
市
中
に
は
出
回
ら
ず
、一

般
の
人
が
食
べ
ら
れ
る
の
は
、新
勝
寺

で
の
護ご

ま摩
修
行
の
際
に
供
さ
れ
る
精
進

料
理
に
限
る
。
生
産
農
家
は
現
在
８
軒

し
か
な
く
、種
も
門
外
不
出
だ
。

　

大
浦
ご
ぼ
う
は
、太
く
て
大
き
い
見

た
目
に
似
合
わ
ず
、繊
細
な
味
が
特
徴
。

ご
ぼ
う
特
有
の
繊
維
質
の
歯
応
え
は
弱

く
、身
が
柔
ら
か
い
。
煮
付
け
に
す
れ

ば
、お
箸
が
す
っ
と
入
る
ほ
ど
。

　

栽
培
に
も
多
く
の
手
間
が
か
か
る
。

腐
ら
せ
ず
に
根
を
太
ら
せ
る
た
め
に
、

梅
雨
時
に
は
入
念
な
手
入
れ
が
必
要
。

引
っ
こ
抜
く
と
折
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
弱

い
た
め
、収
穫
は
一
本
ず
つ
脇
の
土
を

掘
り
起
こ
し
な
が
ら
行
う
。
ま
た
連
作

が
で
き
ず
、一
度
作
付
け
し
た
畑
は
５

年
間
休
ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大

浦
ご
ぼ
う
は
一
ひ
ね
り
半
ね
じ
れ
て
い

る
も
の
が
最
良
と
さ
れ
る
が
、こ
れ
が

ま
た
難
し
い
。
ち
な
み
に
ひ
ね
り
方
は

農
家
さ
ん
曰
く
「
企
業
機
密
」。
大
浦

地
区
の
乾
い
た
土
と
、代
々
伝
わ
る
種
、

そ
れ
に
栽
培
の
技
術
の
３
拍
子
が
揃
っ

て
、初
め
て
奉
納
に
値
す
る
大
浦
ご
ぼ

う
が
育
つ
の
だ
。

　

ど
れ
ひ
と
つ
と
し
て
同
じ
形
は
な
い

大
浦
ご
ぼ
う
。
ま
さ
に
、大
地
が
生
ん

だ
芸
術
品
だ
。

大浦ごぼうの煮しめ
水に半日さらして灰汁を抜き、だし、しょうゆ、みりん、
砂糖で甘く煮付ける。味が全体に染み渡るまでに、3 日
間は必要とか。

大
浦
ご
ぼ
う

次
の
世
代
に
受
け
継
い
で
い
き
た
い

地
域
の
伝
統
野
菜

Chiba

都市交通の未来
富山ライトレールに見る都市の活性化特集


